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Government                      （北海道立精神保健福祉センター内） 

************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。皆さんは最近、ゆっくりと歩

いてみたことはありますか？ゆっくりと自分にとって適度なスピードで歩いているとき、私達

の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ごす中では見過ごしがちなものに気が付くことが

あります。月に一度「Andante」が届くたびに、皆さんがふっと一息つき、少しの時間だけでも

ゆっくり歩くことを思い出していただけたらと考えています。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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【１】北海道における自殺の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇令和 5 年 1月末の自殺者数（暫定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より令和 5年 1月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

令和 5年 1月の北海道の自殺者数は 71 人でした。また、全国の自殺者数は 1,763 人、そのう

ち男性は 1,160人、女性は 603人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 令和 5年 1月末と令和 4年 12 月末の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 5年 1月 ＜北海道   71 人、全国 1,763人、全国(男性) 1,160人、全国(女性) 603人＞ 

令和 4年 12 月＜北海道   82人、全国 1,567人、全国(男性) 1,049 人、全国(女性) 518人＞ 

前 月 比  ＜北海道   -11 人、全国 +196人、全国(男性)  +111人、全国(女性) +85人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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令和 5年 1月の自殺者数は、前月比では、全国（総数・男性・女性）において増加、北海道に

おいて減少でした。都道府県別では、自殺者数が増加したのは 33、減少したのは 12、変化なし

は 2でした。 

 

2. 令和 5年 1月末と令和 4 年 1 月末の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 5年 1月 ＜北海道   71 人、全国 1,763人、全国(男性) 1,160人、全国(女性) 603人＞ 

令和 4年 1月＜北海道   77 人、全国 1,714人、全国(男性) 1,145人、全国(女性) 569人＞ 

前 年 比 ＜北海道    -6 人、全国 +49人、 全国(男性) +15 人、 全国(女性)+34人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

前年同月比では、全国（総数・男性・女性）において増加、北海道において減少でした。ま

た、都道府県別でみると、自殺者数が増加したのは 24、減少したのは 22、増減なしは 1でし

た。 

 

 

◇令和 3 年 北海道内の保健所管内別自殺者数（確定値）◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

今回は、「地域における自殺の基礎資料」（自殺日・住居地集計、北海道地域自殺対策推進セン

ター算出）より令和 3年の北海道内の保健所管内別自殺者数および前年比をまとめます。表中

にある（ ）は前年比です。 

（人） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

全国   20,820（-87）     北海道  948（+23） 

札幌市   341（+18）    市立函館  37（-8）    旭川市  64（+2） 

小樽市   12（-6）      渡島   17（0）     八雲    7（+1） 

江差    7（+2）       江別   41（+7）    千歳   39（+1） 

倶知安   14（+5）      岩内   1（-3）     岩見沢  44（+14） 

滝川    13（-5）      深川    6（-4）    上川    8（+1） 

名寄    13（-2）      富良野   7（-2）     留萌   9（+2） 

稚内    12（-8）      網走   9（-1）     北見   36（+10） 

紋別    12（+5）      室蘭   37（+18）    苫小牧  33（-2） 

浦河     6（+3）      静内   11（+2）    帯広   59（-10） 

釧路    36（-21）      根室   6（+2）     中標津  10（+1） 

不明     1（+1） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 3年中の北海道における自殺者数は 948人、前年比 23 人の増加でした。保健所管内別で

見ると、前年比増加が 18、減少が 12、増減なしが 1でした。 

全国の総数は減少しているにもかかわらず、北海道の総数は増加となっていました。北海道

は広く、各関係機関の連携など難しい面も多々ありますが、北海道立精神保健福祉センターで
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も、保健所の支援に向けて様々な取組を行っております。今後、北海道全体の自殺者が少なく

なるよう、自殺対策をより強化できたらと考えます。 

 

参考文献 

厚生労働省、「地域における自殺の基礎資料」 

 

【２】自殺について知ろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇孤独・孤立対策について◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

今日、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、それまで日常として行われてきた人と対

面する機会が減少し、学校や職場、友人関係等あらゆる集団で活動を共にする機会の制限が必

須となりました。それに伴い、人との交流の機会が減った、自分が特定のグループ（社会）に

属しているという帰属意識を持ちにくくなった等、核家族化した社会に内在していた孤独・孤

立の問題が顕在化、あるいは一層深刻化したと考えられます。 

こういった影響が長期化することにより、自殺者数の増加など孤独・孤立の問題がより一層

深刻な社会問題となっていることを受けて、政府は令和 3年 2月、内閣官房に『孤独・孤立対

策担当室』を立ち上げました。 

 今回は令和３年１２月に孤独・孤立対策推進会議で決定され、令和４年１２月に改定された

『孤独・孤立対策の重点計画』についてご紹介します。 

 

○ 孤独・孤立と自殺の関連 

日本で統計データとして使用している自殺者数等のデータの一つに、警察庁が集計している

データがあります。このデータは自殺者数を「都道府県別」、「性別」、「年齢別」、「原因・動機

別」等と様々な分類をしており、「原因・動機」のうちの一つに「孤独感」という項目がありま

す。「原因・動機別」の数字は、警察が遺書等の自殺を裏付ける資料によって明らかに推定でき

た原因・動機のみ計上したもので、自殺 1件につき最大３つ（令和 3年からは最大 4つ）まで

計上しています。「孤独感」は令和 2年に年間で 435件（全体の 2.1%）、令和 3年に年間で 420

件（全体の 2.0%）、自殺の原因の一つとして選ばれていました。 

「原因・動機」には「孤独感」の他にも「親子関係の不和」、「病気の悩み」、「失業」、「仕事

の失敗」など多くの項目があります。最大値以上の項目が該当していて計上できなかったり、

明確な証拠が認められなかった場合などを考えると、実際に孤独感を抱えていた自殺者は、実

際の数字よりも多かった可能性があります。 

 

○ 「孤独」・「孤立」とは 

『孤独・孤立対策の重点計画』によると、「孤独」は主観的概念であり、ひとりぼっちと感じ

る精神的な状態で、本計画がいう「孤独」とは「当事者や家族等が望まない孤独」を指します。

一方、「孤立」は客観的概念であり、社会とのつながりや助けのない又は少ない状態をいいます。 

「孤独」と「孤立」は、どちらも抱えている場合もあれば、どちらか一方のみ抱えていること

もあるでしょう。社会とのつながりが少なく「孤立」しており、不安や悩み、寂しさを抱えて

「孤独」な場合、社会とのつながりが一定程度あり「孤立」していないが、不安や悩み、寂し
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さを抱えて「孤独」である場合や、社会とのつながりが少なく「孤立」しているが、不安や悩

み、寂しさを抱えていないため「孤独」でない場合（ただしその場合でも、セルフネグレクト

等本人の健康に問題が生じたり、家族など周りの方が困難を抱えている場合も想定される）な

ど、孤独・孤立に関して当事者や家族等が置かれる具体的な状況は多岐にわたり、孤独・孤立

の感じ方・捉え方も人によって多様です。 

 本計画では、「当事者等が望まない孤独」と「孤立」を対象に、当事者や家族等の状況等に応

じて多様なアプローチや手法により対応することが求められる、とされています。 

 

○ 『孤独・孤立対策の重点計画』の基本理念 

『孤独・孤立対策の重点計画』によると、孤独・孤立は、「人生のあらゆる場面において誰に

でも起こり得るもの」で、「当事者一個人の問題ではなく、社会環境の変化により、当事者が孤

独・孤立を感じざるを得ない状況に至ったもの」とされています。「人間関係の貧困」とも言え

る孤独・孤立の状態は、心身の健康面への深刻な影響や経済的な困窮等の影響も懸念されてお

り、孤独・孤立は命に関わる問題で、当事者の自助努力に委ねられるのではなく、社会全体で

対応しなければならない問題と明記されています。これは、自殺対策基本法の自殺に対する考

え方と同様の考え方です。 

 

○ 孤独・孤立対策の基本方針 

 孤独・孤立対策の基本方針では、4 つの柱からさらに分類して、具体的な施策を掲載してい

ます。4つの柱と、それぞれの下位項目は以下になります。 

【1】孤独・孤立に至っても支援を求める声を上げやすい社会とする 

1.孤独・孤立の実態把握 

2.支援情報が網羅されたポータルサイトの構築、タイムリーな情報発信 

3.声を上げやすい・声をかけやすい環境整備 

【2】状況に合わせた切れ目のない相談支援につなげる 

1.相談支援体制の整備(電話・SNS 相談の 24時間対応の推進等) 

2.人材育成等の支援 

【3】見守り・交流の場や居場所を確保し、人と人との「つながり」を実感できる地域づくりを

行う 

1.居場所の確保 

2.アウトリーチ型支援体制の構築 

3.保険者とかかりつけ医等の協働による加入者の予防健康づくりの推進等 

4.地域における包括的支援体制の推進 

【4】孤独・孤立対策に取り組む NPO 等の活動をきめ細かく支援し、官（官庁）・民（民間企

業）・NPO 等の連携を強化する 

1.孤独・孤立対策に取り組むNPO 等の活動へのきめ細かな支援 

2.NPO 等との対話の推進 

3.連携の基盤となるプラットフォームの形成 

4.行政における孤独・孤立対策の推進体制の整備  
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 上記のそれぞれの項目に、対象者を「学生」「フリーランス」「求職者」「障がい者」「生活困

窮者」「犯罪等の被害者・加害者」「外国人」「高齢者」「被災者」「刑務所出所者」など細かく分

類した対象者ごとに担当を振り分けて、それぞれの対象に向けて現状はどのような取り組みを

しているか、今後必要としている課題は何か、今後何を目標としてどのような対策を行う予定

でいるか等が述べられています。各担当について一例を挙げると、「【1】孤独・孤立に至っても

支援を求める声を上げやすい社会とする」の「3.声を上げやすい・声をかけやすい環境整備」で

は、「支援情報検索サイトの運用、自殺対策に係わる広報の制作・実施業務」は厚生労働省、「児

童生徒の自殺予防」は文部科学省、「人権相談」は法務省が担当しています。 

試みとしては新しいものなので、既存の取り組みを利用していてすでに手厚いサポート体制

が整っている分野と、新しく取り組んでいく分野の差が大きく、対策としては発展途上な部分

が見られます。しかし、少しずつでもあらゆる対象に孤立・孤独への予防施策が広がっていけ

ば、孤立・孤独に苦しむ人が減り、ひいては自殺予防にも繋がるはずです。現に、孤立・孤独

予防施策の中には「児童生徒の自殺予防」や「自殺対策の取組の強化」という項目も含まれて

います。今後双方が影響し合い、誰もが安心して生活できる社会に近付けていくことが期待さ

れます。 

 孤独・孤立対策担当室のホームページも公開されており、様々な制度や相談窓口も紹介して

いるので、こちらもご覧ください。 

 

あなたはひとりじゃない 内閣官房 孤独・孤立対策担当室 https://www.notalone-cas.go.jp/ 

 

○参考・引用 

孤独・孤立対策の重点計画（令和４年１２月２６日孤独・孤立対策推進会議決定）, 内閣官房,  

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/juten_keikaku/r04/jutenkeikaku.pdf 

内閣官房 孤独・孤立対策の重点計画（令和４年１２月２６日孤独・孤立対策推進会議決定）, 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/juten_keikaku/r04/index.html 

 

 

【３】お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

月曜から金曜日                 9:00～21:00 

土曜日曜祝日（12月 29日～1月 3日を除く）   10:00～16:00 

Tel：0570-064-556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりにくい状態になりますがご了承ください。 

  

◇ 現在北海道でも、こころの SNS（LINE）相談が開設されています。 

 詳しくは、下記のリンクをご覧ください。 

 

北海道こころの健康 SNS相談窓口: https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/shf/linesoudan.html 

 

◇ ホームページをご覧ください 
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北海道地域自殺対策推進センターのホームページを開設しています。最新の北海道の状況を

掲載しており、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。また、

Andanteのバックナンバーへのリンクもございますので是非ご覧ください。 

 

ホームページURL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/a0002/ 

 

◇ メールマガジンのご登録内容の変更や解約手続きにつきましては、以下のリンクから行っ

ていただけます。 

 

北海道のメールマガジンURL：http://www1.hokkaido-jin.jp/mail/magazine/ 

 

【４】編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 2 月は寒暖の差がありつつも寒い日が多い印象ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。電

気代や食料品などの生活必需品の価格が上がって、いつもよりお財布が軽くなってしまった気

がする昨今です。最近、温泉に行きたい欲をごまかすために、温泉のもとの『湯の花』を使っ

てみました。温泉気分を味わえてとても良かったのですが、温泉の成分が髪のタンパク質を溶

かしてしまうらしく、湯船に浸かった髪の毛が痛んでしまいました。髪の毛を結んで湯船に入

るのは、公共のマナーだけでなく自分にも優しい行為だったのですね。現在、試行錯誤しつつ

修復中です。 

また、毎年３月は「自殺対策強化月間」となっております。厚労省のサイト

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/r4_torikumi.htm

l）にて動画やリーフレット等が紹介されているので、こちらも是非ご覧ください。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号Vol.165は、令和 5年 3 月末に配信予定です。 

 

                                                  ＊ご質問、ご要望等お問い合わせ先＊ 

                                          北海道立精神保健福祉センター 

                                     札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

                                                       Tel 011-864-7121 

                                                       Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail  hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/r4_torikumi.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/r4_torikumi.html
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/

